
寿
の
皆
様
は
じ
め
町
民
の
皆
様
に

は
、
ご
理
解
と
ご
協
力
の
程
お
願
い

い
申
し
上
げ
ま
す
。

町
民
文
化
祭
中
止

末
崎
地
区
公
民
館
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
再
拡
大
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
文
化
祭
の
会
場
設

営
や
運
営
に
携
わ
る
人
々
、
出
演
者

や
ご
来
場
の
皆
様
の
感
染
リ
ス
ク
を

回
避
す
る
た
め
、
本
年
度
の
末
崎
町

民
文
化
祭
を
中
止
す
る
こ
と
と
い
た

し
ま
し
た
。

開
催
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
地

域
公
民
館
長
会
議
に
お
い
て
も
お
伺

い
い
た
し
ま
し
た
が
、
開
催
は
難
し

い
、
中
止
は
や
む
を
得
な
い
と
い
う

も
の
で
し
た
。
そ
の
後
、
極
め
て
感

染
力
の
強
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
が
拡
大
し
て
い
る
現
状
か

ら
、
感
染
症
の
専
門
家
は
か
な
り
厳

し
い
対
策
を
講
じ
な
い
と
一
層
拡
大

す
る
恐
れ
が
あ
る
と
警
告
し
て
お

り
、
文
化
祭
実
行
委
員
で
あ
る
各
部

門
の
代
表
者
の
皆
様
に
は
、
「
現
状

で
は
開
催
は
難
し
い
の
で
中
止
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
理
解
願
い

ま
す
」
と
お
願
い
の
文
書
を
差
し
上

＜

小
細
浦＞

菅
原
公
也
宅
（
山
岸

）
53

の
道
路
向
い
。
〔
補
強
復
元

済
み
〕

＜

梅
神＞

細
川
和
洋
宅
（
高
清
水

）
137

の
石
垣
の
角
の
下
。
（
側
溝

に
建
っ
て
い
る
）

＜

小
河
原＞

大
友
利
一
宅
（
鶴
巻

）
73

脇
の
道
路
沿
。

＜

門
之
浜＞

元
山
田
利
七
宅
（
門
之

浜

ー

）
入
口
。
〔
補
強

146

1

復
元
済
み
）

＜

三
十
刈＞

三
十
刈
の
熊
上
眞
宅

（
中
森

ー

）
の
入
口
。

61

2

＜

碁
石＞

「
民
宿
海
さ
ん
ぽ
」
前
の

道
路
を
奥
へ
、
大
和
田
徳

宅
（
大
浜

）
の
入
口
。〔
復

75

元
済
み
〕

人
は
自
身
の
経
験
値
で
物
事
を
判

断
す
る
傾
向
が
強
い
。
東
日
本
大
震

災
の
津
波
も
、
多
く
の
人
は
チ
リ
地

震
津
波
を
想
定
し
て
避
難
し
た
と
聞

く
。
し
か
し
、
そ
れ
よ
り
は
る
か
に

大
き
な
津
波
が
押
し
寄
せ
た
。
そ
れ

で
も
、
あ
る
程
度
の
高
台
ま
で
避
難

し
て
い
る
の
で
、
さ
ら
に
高
台
へ
避

難
す
る
こ
と
は
容
易
で
命
を
失
わ
ず

に
済
ん
だ
と
い
う
。

少
な
く
と
も
、
こ
の
た
び
末
崎
町
公

益
会
が
建
立
し
た
津
波
到
達
碑
を
超

え
、
よ
り
高
台
を
目
指
し
て
避
難
し

て
ほ
し
い
の
で
あ
る
。

津
波
に
際
し
て
は
「
て
ん
で
ん
こ
」

と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
自
分
の
身
は

自
分
で
守
る
（
行
動
を
と
る
）
と
い

う
こ
と
だ
。
生
き
て
い
さ
い
す
れ
ば

家
族
の
た
め
社
会
の
た
め
に
尽
く
せ

る
。
そ
れ
だ
け
に
命
を
大
切
に
し
て

ほ
し
い
の
で
あ
る
。

★
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
対
策
に
係
る
地
区
公
民
館
施

設
の
貸
出
停
止
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

新
規
感
染
が
、
県
内
に
お
い
て
急
速

に
拡
大
し
て
お
り
、
改
め
て
感
染
対

策
の
徹
底
と
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め

の
一
定
の
行
動
制
限
が
必
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
８
月

日
（
月
）
か

１６

ら
当
面
の
間
施
設
貸
出
停
止
と
致
し

ま
す
。

※
当
面
の
間
と
は
、
「
岩
手
県
の
直

近
１
週
間
の
新
規
感
染
者
数
（
対
人

口

万
人
）

人
未
満
と
な
る
ま
で
」

１０

１０

で
す
。

末
崎
地
域
公
民
館
長
会
議
が

7

月

日
、
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
で

21
開
催
さ
れ
、
本
年
度
の
末
崎
町
敬

老
会
は
、
感
染
力
の
強
い
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威
を
振
る
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
開
催
は
控
え
る

べ
き
と
し
て
中
止
す
る
こ
と
と
い

た
し
ま
し
た
。

昨
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
予
防
の
観
点
か
ら
末
崎

町
敬
老
会
は
中
止
し
た
の
で
、
本

年
度
は
可
能
な
限
り
開
催
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
県
内
に

お
い
て
は
依
然
と
し
て
感
染
者
が

出
て
お
り
収
ま
る
ど
こ
ろ
か
増
加

傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
町
に

お
い
て
も
危
機
感
を
も
っ
て
対
応

す
べ
き
と
考
え
、
中
止
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
と
判
断
し
た
次
第
で

す
。た

だ
、
例
年
の
と
お
り
、

歳
75

以
上
の
ご
長
寿
の
皆
様
に
は
、
記

念
品
と
し
て
バ
ス
タ
オ
ル
（
図
柄

が
替
わ
り
ま
す
）
、
ご
長
寿
名
簿
、

菓
子
折
の

点
を
贈
る
こ
と
に
い

3

た
し
ま
し
た
。
ご
長
寿
の
皆
様
に

は
、

月

日
（
日
）
に
お
渡
し

9

19

し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
長

 

48 えびす様について ～ その 3
(2) えびす信仰には蛭子命(ひるこのみこと)説と事代主神(こ
としろぬしのかみ)説の二つが主なものである。
② 事代主神説(ことしろぬしのかみ)
事代主神は託宣の神といわれ、記紀神話(古事記・日本書紀)の

国譲りの項で、大国主神の使者が事代主に天津神からの国譲りの
要請を受諾するかを尋ねるために訪れたとき、事代主が釣りをし
ていたとされることと、えびす様が海の神であることが結びつき、
江戸時代になってから両者を同一視する説が出てきた。
七福神の絵図でえびす様が、釣り竿と鯛を抱えた姿で描かれる

のは、この事代主神の伝承に基づくものといわれる。
また、事代主の父である大国主命が大黒天と習合したことによ

り、えびすと大黒は親子ともされ、セットで祀られることもある。
事代主を祀る神社で有名なのは、大阪市浪速区恵美須西の今宮

戎神社であるが、総本宮は、島根県松江市の美保神社である。(紀)
(3) 末崎町の分布状況
① 峯岸 松嶋神社 境内 石像
② 梅神海岸(線路側) 石像
③ 門之浜 新山神社 末崎村誌―事代主神、棟札―西宮神社
④ 小中井 鎌田征喜氏旧宅地 石碑
⑤ 小中井 鎌田清氏宅前 石祠
⑥ 小中井 中井公民館海側崖の中段(大黒様と対) 石像
⑦ 西舘 舘の鼻 石像と西宮大神宮石碑 管理者 熊上真氏
⑧ 碁石 恵比寿浜駐車場付近 石祠 管理者 古座孝也氏
⑨ 碁石 恵比寿浜 木造祠の中に木像、管理者 佐々木賢治氏

末崎町の石碑・祠・神社

恵比寿浜の名前の由来となっているえびす様 ⑨

敬
老
会
は
中
止

者

も

出

さ

な

い

よ

う

願

い

を

込

め

て

、

平

成

年

に

東

日

本

大

29

震

災

に

よ

る

津

波

到

達

碑

（

標

柱

）

を

つ

ぎ

の

箇

所

に

建

て

13

た
。

①

（

船

河

原

）

藤

澤

勝

美

宅

敷

地
内
（
石
浜

）
14

②

（

峰

岸

）

近

藤

真

宅

敷

地

内

（
内
田

ー

）

116

1

③

（

内

田

）

梅

澤

茂

宅

敷

地

内

（
内
田

ー

）

7

2

④

（

細

浦

）

渡

部

敏

次

宅

敷

地

内
（
細
浦

ー

）

88

2

⑤

（

神

坂

）

近

藤

賢

悦

宅

敷

地

内
（
神
坂

ー

）

1

22

⑥

（

中

野

）

近

藤

正

彦

氏

所

有

地
内
（
小
細
浦

）
48

⑦

（

平

）

新

沼

伸

也

宅

敷

地

内

（
小
細
浦

）
19

⑧

（

梅

神

）

八

幡

神

社

境

内

地

（
高
清
水
）

⑨

（

小

河

原

）

大

友

芳

也

宅

敷

地
内
（
鶴
巻

ー

）

79

5

⑩

（

門

之

浜

）

小

松

進

宅

敷

地

内
（
鶴
巻

ー

）

10

1

⑪

（

山

根

）

山

中

富

雄

氏

所

有

地
内
（
山
根

ー

）

33

2

⑫

（

三

十

刈

）

村

上

勝

宅

（

中

森

ー

）
入
口

61

3

⑬

（

碁

石

）

大

和

田

耕

蔵

宅

敷

地
内
（
大
浜

ー

）

93

1

２

明

治

・

昭

和

三

陸

津

波

到

達

碑
こ

の

ほ

ど

明

治

年

、

昭

和

29

年

の

三

陸

地

震

津

波

到

達

碑

8に
つ
い
て
、
調
査
し
た
。
（
紙
面

の

関

係

か

ら

被

害

が

甚

大

で

あ

っ

た

明

治

年

の

津

波

到

達

碑

29

の
み
掲
載
）

明

治

年

の

現

存

す

る

碑

は

、

29

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

＜

船

河

原＞

松

岡

義

明

氏

宅

（
船
河
原

ー

）
入
口
。

3

1

熊
谷
昌
之
進
宅
（
石
浜

）
の
前
。

２３

＜

峰
岸＞

岩
脇
弘
之
宅
（
峰
岸

ー

）
の
庭
。

134

1

＜

中

野＞

村

上

美

江

宅

（

中

野

）
の
細
浦
側
の
角
。

120

げ
た
次
第
で
す
。
町
民
の
皆
様
に

は
、
本
年
度
は
開
催
で
き
る
か
も

し
れ
な
い
と
あ
ら
か
じ
め
出
展
に

む
け
て
作
品
制
作
に
取
り
組
ん
で

い
る
皆
様
や
出
演
を
予
定
し
日
々

稽
古
に
打
ち
込
ん
で
い
る
皆
様
、

さ
ら
に
鑑
賞
す
べ
く
足
を
運
ぼ
う

と
考
え
て
お
ら
れ
た
皆
様
に
は
、

大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
ご
理

解
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

★
津
波
到
達
碑

見
た
こ
と
あ
り
ま
す
か

何
度
と
な
く
津
波
の
恐
ろ
し
さ

を
経
験
し
た
末
崎
の
先
人
は
、
地

内
に
津
波
到
達
碑
を
建
て
避
難
意

識
の
高
揚
に
努
め
て
き
た
。

津
波
到
達
碑
は
、
津
波
は
ど
こ

ま
で
襲
来
し
た
の
か
を
示
す
標
柱

で
あ
る
。
少
な
く
と
も
そ
の
襲
来

地
よ
り
高
台
に
避
難
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
す
る
避
難
目
標
地
を

考
え
る
標
柱
で
も
あ
る
。
ま
さ
に
、

津
波
到
達
碑
（
標
柱
）
は
命
を
守

る
目
印
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、

誰
も
が
関
心
を
持
ち
、
脳
裏
に
焼

け
付
け
て
お
い
て
ほ
し
い
碑
（
標

柱
）
な
の
で
あ
る
。

１
末
崎
公
益
会
は
、
一
人
の
犠
牲

デジタル公民館まっさき HP http://www.massaki.jp/ デジタル公民館まっさき FB https://www.facebook.com/digitalmassak/

第３２０号

令和３年８月２０日

大船渡市立

末崎地区公民館
電話（F兼）29-2955津 波 な ん か に

負 け な い ！


